
魯移金属木鈍物言合L･液体Se-Te混食象の奄民イ云尊度

新潟桑頚斗入 入野 智

等1.は L.抑 こ

液体snに3d遷移金属を漆bロしたときC)J豪気施統率の碑紬 ま､一連6)褒 章金属に対 してFe
ヒV不納 にこっC,Lhを碕っ拷紋を示す:)液体ふ骨触 対するこ｡ような抜放率3'増かロ

,3､位尊魔手がd像摘 飴 に敬礼 されるとするS-dヰ鳴散乱摘 果から僻 寸されてきたヲ)

液体sbを母体 ヒしたときo)捲尻車 の増加=言､VとFe不純物 で二つの山 を持っ互 で射司じ効

果 で髭明されろ . し0＼LrJがちこの液体母体て･はN,･不純物o)添DDに恥 ､抵抗率の減少が乳

い出された三) N,･F絶物添抑 こ伴うこ0)尭統率の減少は､液体sbのよう的 棒金慮母体o'

奄i軌生首ヒ密務に関旅すると牙えられる｡そこで液体金属 o)扇虫ゑ迩摩て0)蕗坑峯 と平均

的 行程 を解 にすると､価雇手数 が斬 珂 与に放 ってこれらの夜軌金属 C)あGrL皐 は増Ⅷ

し､これlこ聞直 -て平均白､増 発祓 々ヒ短 くfJも傾向がある:) また液体舶 fiビ守 は状

飴薯足 が此奴的良く白頭鹿j一速欣 L:-致すもれ 液体B,tやSbT La次箆密度 に洩い くぼみ0(I

生じてく沼キ故ポある.+) 塵移金属7･･あbN,･不納 をか ロLT:ときC,jW,L皐 ｡滅恒 液体

Sb母体o)電3-状箆 が自由優ナ止血 では不十射 てrJもことに間伐 していると考i三九も｡そ

こで状態恵良 Lてくぼみを碕 っ母体を畳が轟移金属 を添加すらこと Lこよっ7終教あもd亀5･
状簿 がこれらの母体'?雇ケ状箆 iこ い や､な漕 智 を子i主ク-ド注 目して丸轍 を衆 ヶた｡

/･Rにこの乗務 i:母体として恥 ､た液体Se-Te混各条Lてついて直べも｡愚直C'-連｡孟藤
･" )液鮎e-Te淀 /捕 )IJiカ開 口iたり温度 を上昇 さて r:I)す さグlL-プoo)論＼LによれL3､

ことによ[)､零細性骨や熱刀掌軸生官が孝尊体的塀 も卑 し'から金属夕臓 も卑 し-tて居 々に

舞考 すもことが､ニ配 征再 三艶他へ0)碑塩変化t-Jfう現 象ヒ して碑対されて乏た｡液体

状箆でのクうやつ＼綾 砂 S､Te務席｡高 - 液体se-7Te混ノ合軌 こみ-て.言比厳的伯-温度で

起LJSeJ-iえの増勿 ヒヒ毛に高温L:や っていく . 半単体的領動 こある液体SeMe波及 り右-

se-TeJ-混釦 勿の敵 を通 庸で1才平均0滴 旺数ポ約 2腫醒 度 であ,)顔水線 且が残ってい ちと=

九､一方金属6嫡 魂で は液体Teヒ類軟o)椎骨を有75と考えられていも.また､こg)金属

e二億威て･は基布金港 痛 く泳かす稗毅が机 ｡

ミo)金属的頗威C)償いズ態tミついて少し具体和 こ触 れもと､三配牡o減 食 に考手 してい

も膚 与就籍 と鰻 谷O,罷描 箆が7ェ ILミ･しべ ･L近くで童 ,Jつてp5e"do3a再 掃った

状態蜜か ､あもことポ方い れてきTIJ18) こ｡モデ,i" 最近摘 瓦射 ｡ 乗務霊泉の解桝 ､

ぅ技 碕 されて 1ゝ5.V またこ｡ようrJ鯛 では伝導愛 書の平均 自由行鐘 が射 間郎 鴫

か A,'､もしう7工 ,LS･LT･･Lて困撒蜜友痛 さで相 尊 とな拍 車度 はこの適 の
二乗lて比例すうと考えられている｡そこで権幕及O,デー7を李肴 1弓 れIf､液体se-7Te混

食か エフL IL ミ.レベ ･Lでの状飴密度の大き:ポSe濃度 o'増加 ヒヒi に単鋼 に減少すらo)

で､pseqdoSaPがSe洩度の増加煉 って役 々ヒ濃くなって行 くことがわかるOこのよ

うri布 本se-Te母床C瀞 ,教を/7慮 L､Se濃度を,2lヒエせ遷移金属不着物 壬か DLて指導及
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を制定した｡

至2.一束教わをヒ紹果

奄気化暮夜碩 凪 紳 輔 沌 免該 .こよ り后虜t ,Lを喝-て行 ｢た ｡-0)J夜仏Te母如 測定

は 在 に吊 拍 ホあるU字型の･CILを恥 車｡剰定系L才このゼ ILを上動 こ向直 し･飲料を
入れたアンマン管を押 し上 l了う二一ヒlこよ,)JtZ心中に液体拭杵武人うよう1-/Jっている｡ 魚

体se一丁e混朗 如 /-GjR 'ま､ふO,高い婁fL/-1｡たd'Iこ密封型っゼILを主1二項-r:｡密極■言外
か 弔o)炭素棒＼き細く削 っ吊 のを恥 ､た｡

.-{;孟三三三 二 千 手 室 三 三三三三 三 Te三 =:==I::=子

oh叶 CTn)-'I-:Jも｡風乾の上琴ヒとそに伝薫涙 が増かDTもことで岬 肇御 勺であるれ

高温で痛 肇渡 o'値 fl液殊弘の釣l/3現在て･･あl)､ノ し伍尊浬 の雷 ､l金魚 て.･あう.液体屯
骨鋸 柄 物 を触 てらと･鋸 に示すよ?に不細 動 こ離 し伝敵 が和 す501''
coyN/'芽絶物相 磯 にか与J)卑体のイ云卑友を讃く7 5｡T休 耗帯を添加Jすさと､これらヒ

､班 肇称 こ母体｡伝助 '言減少すも｡V､Crと甑 不純物を添加圧 た堵息 1こも同根 L-J云登度

はか すも｡

次にVとN,,不発那 鈴かDiTl液体STeっ.2Te..9母体 o)伝導度の琴友蔵巧怪を喝2に示す｡

この母体の伝尊及o'畏友夜酎翫 頑輝Teヒ類似O,傾向を示す示､融､ET /30(oh叶 C仰)-i
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鋸 CrとTe不粂杓を和 DLTt液体Seo.Jeo.∫ 函4-一連07勧 金属芥食物H cLto/.添0日

母体Q,伝導度O,離 床柳 生 tT凍 体7Te､Seo.2Teo.gヒSeoJeo.∫母 体 o'接

戦 o'断 碑

とかな ,)､IJさく題渡 の上耳 ヒヒも絹 敵に増加 し､800 ｡cT /720(Oh′叶 Cyn)-tl二日 ｡V
不純物を添加 したとき二g)母体q)伝導斬 首増かDL､何夜 に丁工 〔rと甑不純糊の添か口によっ

ても母体o)伝尊風 1増加すうようにrJも ｡ 〟/不純物の場h ･3さらlこ母体 g'蒋薫叛 を増ヵロ二

七一同夜 lこCoとfe不純物乙か巧 ,)こC?母体o)持鼻息 を増Dq三七も｡

か こ夜路Se,｡.lTeoJ卑動 こCrと7%不食物を添加 しr:荏湧泉 の諾凍依利 生を画51こ示す. こ

?ケヲフは頑 ･の逆数 L=h して夜戦 碩 敬をアロットLf:｡6[0℃締 ′月 -骨隼｡イ云草

原 滴 々に旗 か ら下れ こずれもQこれ両云尊膚 津 箆に蔀iLbヾ l主LI.f:こと欄 倭すさと

射 られも｡この獲度より高-年で､は薗多金魚 が恵く泳･Tを ｡T､この領 域 をヤ ーC 1二審討

了も｡Cl不納 添乃Dlこよっ7号ク＼な/)卑体の荏畢度が増加7 3ようJこTJ/)､7%不き軒勿添加

ではこらに母年0滴 朝 ボ増加すさニヒポわかっT:.

一旦の塵杉金魚不孝物 をlai71添DDltとき摘 草度｡増 かロボ碍 細 た｡T､この櫨を

卑称のイ云亀友のイ如 恥 T=伝亀友の増加率 を威4 に克て｡ここT･号俸｡Se朗 を20･/O､jo

roヒ増すと､罷､CoとN/･を申LCLこした山は段々と大きくrJって4,7く｡また母体の額 を

goo'C､700lc･600.Cと下･T'るとこの傾向がよI)[才フ王 ,)耳も｡液体Seo∫TeoJ増徴 こ舟

しても同線 摘 向が見細 も.これらの療鮒 津から､液卵 ｡ITe母体 に助 /金属不納

を添加 しT:ときの搾取 の増加辛扇奇観 才､～,t､〔otTe不純物での大き,+山とV不食物 を

や.＼ごド lた､J･さTd･LL'ポ生し-iニヒであも｡
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§3.束額紹呆o)検討

断 崖滴 を爺かロした液体金属 にみ再 イ云肇透 の頑グo溜 飲吉夢新 二ー得 られた史轡 書風

t=ついてか 生的tこ新 緑 口えも｡政体卑称を変 iう二とL-J うd′豪与状箆cD役割 ()の夜化

を見汗 町 二､政体母体o)La級 ｡rEの-1舷l二一直 の塵重金属 を添加‖ たイ云尊度｡増oD孝

を盛上 に丘とb)了承しf:｡すて･･lこ包く搾解fれ て 吊 勃恩 として液体金属母体でIJ比犀的

乎C,l白44行程の長 い伝尊底‡ボフェ ′レミ-レベ'vrtf)近く0)仮想 牽綿状箆 に敬 礼これうこ

と によF'Ja尊か 威グ相 じ王 12)こ摘 果 lこよ f)液体S唖 私 で t摘1叛 示すようLこVヒ

TC不純軌 こい てイ云落度の斬 口車 r:二つ0)極-ト伍 を取 も｡拓不飽和 澗 しては SP,.n LAPE.

S恒 dowMq,二つ0)促想東郷 だ篭Q:ff招 さけ上下lこか軸 圧 戚性状得になってし､う ｡ :

｡たり fF血く0'仮想東館状箆り密度 け比較 師 さく､佃尊足 音威タ コ亡も執心､-I;VやFe

不党羊緑 ･)グr+く,Iiと斉 しうれ i_.液体Sb骨衝 こ好い て摘 轟及 C)斬 口孝が Vヒft不純一

物 で各も示 し､S-d冥癖教育Lo府 県示 せじ･て＼､与｡ しわ､し,jPてらfLl二五ヾたようにN;不純

物 を翻 ｡止 喝各､こ｡尊塔ではほんのわずかで.机 拍 云尊友吉嶺 くす通 庸 が起 .ゝ3)

液体花母体に未､､ては ､在､CoヒN;不純物て.･0浦 風長 の増加率o'Lhが生Ldも｡ こらに液

体S巳-Te母体lこ宗･､､ては､Fe.C.tl〟,.不飽和でC)大きr}Li" V不食物 をヤ ーCと沃 小三tJ･

LLが､Lっ三･)してくも ｡仔落雷‡の平均由佃f碑 o)T:､､へん覆 い液体Sle-Te号俸甲で は､

液隼 金属刺 かアヒt捕 勤 与に､V∴fe､Coと〟;不艶物o)d虜 ‡吠箆がイ云尊友盲増 ･ODこじう

り ,:断 て-l ｡ 一如 竹木絶軌 こ蘭 して一本､これら｡卑 桝 でも励 ･W 勘こあ,)'ミ)この
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結果盲F近くのd馬手状態の密丸 まク､なJ)､トト ､｡まT:Cu不純物o'd電摘 態申 持 ,)か＼rJ

吊等い位置 1こ5),)､三通 く0)こq)密度 L手や 1才[)り､丁､､｡ そこで液体Se-Te母体射云尊友の

離 口車の拷毅 は､缶か らのd電 雄 得の危言やd零細 態を各人T=-年で･Q状 態密度o'大き

さと感碑 に閣探して l一律 /者 えられうので､Jkt:添加 =れた厨 始 嫡 不摩摺qd電 描 箆

と母体9)電i拭箆07Jit,/Lを鮒 す古.

液体Teや金轟的領域にあも液体ge-Te鼠各条一言､鋸 に示すよう屯洩＼tpSe"doBaPがあ

るどすも｡動 鹿郎 添加すうことL3､d奄摘 矩岬 体の∫P紬 撒 - 机 こと.こ空
も｡い てd庖摘 箆とSP富津徒ヒの胡互作間にJ ,ト d電 ケ欄 頑 が工3)持 d範

頼 等が勧 化 い て､SP零細 経がd客用 罷りエ右 L-ギーの中lじき ･)イ丞-劇で,S利

Tブリ れ､高-剰7.､.㌢押し上tT･ぅれ う ｡ この骨砕o)SP拭､齢 変化L:よう積数 3'増減 をま

じコttも効果に｢‥て"=二で｡諸 断 5号)

液体 STe-Te母体0滴 鞭 q)増gn率がすべての遷移金属不純物71･正7･･あうこと に注目し､

王撞 く0)d塵拍 軌 てJも侶尊への奇 手iF月ちかlこする大和 こ､S再 混成によ,て射 ･ろ

方 が ったd-A;ke東経C)特赦 を玲計する｡魚

体 se-Te卑勘 て遷移金属 を添加= たときの帯

磁辛の増かロげ 弓 かうTミ'遷琴錦 不細 野｡

局在d密i数 Ndや d-eI.ke状籍の早退悌A

寺t･鳩 T,;8月 れも.こQ'鞄鞘 から終らhT:液

体seo.2Teo.9号体中で･0)VヒCo不≠中野o)d-AJke
状態密度 を長銀で郎 (a)如くb)に示す,Vヒ

〔O不純軌 ま非彪性甘箆Lこあも｡V不純物o)NTJ

ヒ4 J噂 117lB]ヒ0･叫 eTTあり､Co不錐符

の柏 ヒd L3約 7･74Bjヒ′･/㌻eTであi｡MJnネ

食物･1砲 生瀬勘 こあり､SP,n "PヒSP･1JndotM

｡数 Nd'と拓 でそれでれyfり句ヒ0.41軒琵度

であるQ液絡se-Te母体l干てnO)塵帝各島不種

物q)NAヒdの埴 JS液体金属やと今夕賓T+さ値

を取与が､sp電㌻ヒ相互勅 封すさことIこよっ

てd-AJlke東経tこ惰きまL-iことで はほぼ同

じと斉えられ ｡ゝ

液捧Se-Te母体o)捧尊度を大きく増如ごtl

も遷移金属不孝物 lま､中止くドd一曲e承箆
が かT:i,)存在Tiようて･･あi｡王f:これらo)

骨体て欄 云導電 手 の平均自虐行程 よ,)も亡速

くq凍 態重度 の八三三両云導lこげ蔓草で締 .

これらのことから､ET止くd)a-i,.ke兼鷹も/al

めた射撒 虫度が克動 こヰ 手して､.与ヒして
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伝導度o)増bDを槍射すi.

これ らo)物 官 o'/云尊庚 一時 Tの東熊卑度o)

>東､こ比例すうとすれ,ii)孝昇 ':叡掩 属を

添加= T-_とき0日云零度の増兄牽 一時 での東熊
鰻 の増加率の2藷 L--Jを｡ ニこて東等濠長
o)増和幸 と･3､ EFで･のd-Ltke]撒 密度U,戊を

埼体o)破綻密度 の値7･･動 ,f:iのであ1.痩

体Seo.2Tec.8号掛 こ垂軍令属左上aiyo添押 しTl

椙尊度の動 碑 の東男針直とiT孝lLと固7lこ示

す.gOoOcでL手金鋒 (=東掛 違よ))もiTB(録

大きく､汲隼Te母体て-体さ らに こ0滴 /恒頂

くな さ o boooCで･J言上嘩麦的急く一枚す .ゝま

た夜体SeoJTeo.[骨隼で､｢緩凍植村 尊徳よ,)

グ し大きくTIJ 傾ゝ 向ベ3)ゝ ｡

机 上 O,よ う lこ､象 捧長一Te母体 I:遷軍金属

不鍵箱ほ か□したときの接戦 の増か口は,5p
-d混成か うま L･.id-1Jke状態がb□わフたこ

と 下目 中止 く の求砥壇度の増加=ミよって良
性釦 こ嵐鞘 三れ30
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